




小児の健康に及ぼす影響因子については,これまでも多くのものが挙げられてきている。し

かし,時代の変化に伴う,小児の疾病構造の変化は,時には,これまでの認識を越えたものと

して次々に出現することもある。特に,小児をめぐる養育や環境条件の目まぐるしいばかり

の強烈な変容は,弱者である小児の心身の健康障害の発生に対して,非常に顕著な影響をも

たらすことは想像に難くない。物理学的・化学的及び生物学的環境条件のみならず,社会的

及び人的環境条件に原因が認められると思われる小児の健康障害の早期の発見とその処置

対策の樹立・未然に実施される必要のある予防対策の確立は小児の心身の健康問題に携わ

るものとして,今日ではより早急にそれらの方向性を示すことが期待されている。時代によ

って激しく変容するこれらの条件の実態をいち早く察知し,適切な把握に努めることが小

児保健領域において必要とされている。特に,今日ではその感が強いことはいうまでもない。 

さて,その問題の適切な把握と解決対策の基本的事項の検討は,母子保健行政のなかでも,

重要な位置にあり,特に,学際的な研究のなかから得られた結果が期待されている。この見

地に立ち,出生前を含む小児期全般にわたる長期的視点から小児をとらえ,地域・家庭の環

境と養育条件との関連において, 

1)先天異常の発生とその予防 

2)小児の発育発達状態やその適切な促進 

3)小児の事故発生とその予防 

4)小児の健康障害とその予防 

について,総合的に研究の進展を図ることとし,現代社会における小児の心身の健康問題を

とらえるとともに,これからの小児の望ましい環境・養育条件について追及し,今後の小児

保健の向上に寄与することを目的とし,昨年に続き研究を実施し,以下の如く成果を挙げる

ことができた。 


